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山
路
興
造
「
鉦
叩
き
」
Ｓ
こ
ぺ
る
』
九
七
号
、
１
月
）

太
田
心
海
「
旧
鍋
島
藩
の
被
差
別
部
落
と
宗
教
」

（
『
佐
賀
部
落
解
放
研
究
所
紀
要
１
部
落
史
研
究
ｌ
』
三
号
、
２
月
）

大
島
恒
彦
「
江
戸
期
古
地
図
に
現
わ
れ
た
被
差
別
部
落
（
纒
と

（
同
右
）

中
村
久
子
「
（
資
料
）
蓮
池
鍋
島
家
『
請
役
所
日
記
』
か
ら
。
小
城
鍋
島
家

『
小
城
藩
日
記
』
か
ら
」
（
同
右
）

研
究
部
会
（
前
近
代
）
「
（
史
料
解
読
）
用
留
（
三
）
」

Ｓ
部
落
問
題
Ｉ
調
査
と
研
究
ｌ
』
六
○
号
、
２
月
）

畑
中
敏
之
「
部
落
の
生
活
史
調
小
間
物
屋
五
兵
衛
」

『
部
落
』
四
六
七
号
、
２
月
）

辻
ミ
チ
子
「
太
鼓
屋
」
（
『
こ
ぺ
ろ
』
九
八
号
、
２
月
）

森
谷
尅
久
「
傾
城
屋
と
傾
城
町
」
『
こ
ぺ
ろ
』
九
九
号
、
３
月
）

河
田
光
夫
「
古
代
中
世
の
猟
漁
民
」

（
『
京
都
部
落
史
研
究
所
紀
要
』
六
号
、
３
月
）

川
勝
康
弘
「
（
史
料
紹
介
）
上
山
城
上
狛
村
指
出
帳
Ｃ
）
（
同
右
）

吉
田
栄
治
郎
「
近
世
初
頭
の
か
わ
た
と
蕊
牛
馬
処
理
権
」

『
部
落
解
放
研
究
』
四
八
号
、
３
月
）

河
田
光
夫
「
親
驚
と
被
差
別
民
（
四
）
」
『
文
学
』
五
四
号
、
３
月
）

岩
松
繁
俊
「
明
治
中
期
に
お
け
る
「
解
放
」
の
思
想
ｌ
柳
瀬
勁
堂
の
被
差
別

部
落
史
研
究
Ｉ
」
『
左
が
さ
き
部
落
解
放
研
究
』
一
二
号
、
３
月
）

高
島
典
夫
只
史
料
紹
介
）
鍋
島
藩
神
代
領
日
記
ｌ
被
差
別
部
落
史
」

（
同
右
）

〈
特
集
〉
「
大
分
県
に
お
け
る
被
差
別
部
落
の
形
成
Ⅱ
」

（
民
衆
史
研
究
会
篇
『
民
衆
生
活
と
信
仰
・
思
想
』
雄
山
閣
１
９
８
５

年
ｎ
月
）【
近
現
代
】

上
杉
聰
「
壬
申
戸
籍
に
お
け
る
差
別
記
載
を
め
ぐ
っ
て
」

（
『
部
落
解
放
』
一
一
三
九
号
、
１
月
）

白
石
正
明
・
松
尾
尊
充
・
師
岡
佑
行
・
渡
部
徹
「
米
騒
動
の
民
衆
に
も
た
ら

し
た
も
の
（
上
）
ｌ
『
京
都
の
部
落
史
７
史
料
近
代
２
』
の
発
刊
に
寄

せ
て
Ｉ
」
『
こ
ぺ
ろ
』
九
七
号
、
１
月
）

藤
谷
俊
雄
「
連
載
二
○
世
紀
に
生
き
る
Ｉ
あ
る
イ
ン
テ
リ
の
自
伝
的
歴
史

諺
〕
蔵
溝
橋
迷
の
銃
撃
」
（
『
部
落
』
四
六
六
号
、
１
月
）

鈴
木
良
尺
歴
史
家
の
散
歩
道
ご
天
皇
と
部
落
民
」

『
月
刊
部
落
問
題
』
二
○
号
、
１
月
）

空
辰
男
「
（
本
棚
）
広
島
新
史
歴
史
編
」

（
『
部
落
』
四
六
六
号
、
１
月
）

〈
特
集
〉
「
部
落
解
放
全
国
委
員
会
結
成
四
十
年
」

Ｓ
部
落
解
放
』
二
四
一
号
、
２
月
）

小
森
龍
邦
・
大
賀
正
行
・
村
越
末
男
「
〈
座
談
会
〉
戦
後
部
落
解
放
運

動
四
○
年
を
振
り
返
っ
て
」

清
水
害
久
一
「
解
放
委
員
会
結
成
の
こ
ろ
」

野
本
せ
つ
「
埼
玉
県
連
再
建
の
こ
ろ
ｌ
野
本
武
一
の
思
い
出
」

松
井
久
吉
「
米
よ
こ
せ
、
仕
事
よ
こ
せ
闘
争
の
こ
ろ
」

寺
本
知
「
高
橋
君
、
山
口
さ
ん
、
石
田
さ
ん
ら
の
こ
と
」

阪
本
清
一
郎
「
平
等
観
の
広
ま
り
を
感
じ
て
」

（
『
お
お
い
た
部
落
解
放
史
』
三
号
、
３
月
）

豊
田
寛
三
「
豊
後
杵
築
藩
に
お
け
る
被
差
別
部
落
の
史
的
展
開
」

椛
田
美
純
「
被
差
別
部
落
は
な
ぜ
つ
く
ら
れ
た
の
か
」

沖
浦
和
光
「
被
差
別
民
衆
の
担
っ
た
文
化
と
技
術
Ｉ
新
し
い
賎
民
史
観

の
構
築
の
た
め
に
ｌ
」

編
集
委
員
会
「
（
史
料
）
題
篭
／
日
記
⑪
宝
永
七
年
②
正
徳
元
年
『
府
内
藩

記
録
筐
（
同
右
）

（
史
料
）
『
松
原
革
会
所
文
書
』
目
録

『
部
落
解
放
史
・
ふ
く
お
か
』
四
一
号
、
３
月
）

木
下
浩
「
部
落
の
生
活
史
師
道
場
持
ち
在
職
多
」

『
部
落
』
四
六
八
号
、
３
月
）

木
田
豊
「
武
蔵
の
被
差
別
部
落
ｌ
児
玉
郡
児
玉
町
に
お
け
る
部
落
史
研

究
ｌ
」
ｓ
東
京
部
落
解
放
研
究
』
四
八
号
、
３
月
）

研
究
会
古
文
書
研
究
班
「
群
馬
・
高
橋
家
文
書
に
つ
い
て
」
（
同
右
）

本
田
豊
只
史
料
）
日
本
の
賎
民
由
来
書
（
第
三
回
）
『
永
帳
巻
物
Ｅ

（
同
右
）

森
杉
夫
「
（
史
料
）
堺
荘
官
旧
事
録
」
「
堺
研
究
』
一
七
号
、
３
月
）

高
橋
昌
明
「
中
世
の
身
分
制
」
Ｓ
講
座
、
日
本
歴
史
』
第
三
巻
中
世
１

東
京
大
学
出
版
会
１
９
８
４
年
ｎ
月
）

小
山
靖
憲
「
中
世
賎
民
論
」
『
講
座
日
本
歴
史
』
第
四
巻
中
世
２
東

京
大
学
出
版
会
１
９
８
５
年
２
月
）

塚
田
孝
「
近
世
の
身
分
制
支
配
と
身
分
」
『
講
座
日
本
歴
史
』
第
五
巻

近
世
１
東
京
大
学
出
版
会
１
９
８
５
年
３
月
）

太
田
順
三
「
中
世
の
民
衆
救
済
の
諸
相
Ｉ
橋
勧
進
・
非
人
施
行
・
綴
法
師
Ｉ
」

松
浦
勇
太
郎
「
む
な
つ
き
坂
を
こ
え
て
」

河
合
周
次
「
差
別
事
件
真
相
報
告
会
が
機
縁
と
な
っ
て
」

大
源
実
「
第
七
回
大
会
で
火
が
つ
い
た
」

鈴
木
裕
子
「
婦
人
水
平
運
動
史
論
覚
え
書
（
六
）
」

（
同
右
）

藤
谷
俊
雄
「
連
載
二
○
世
紀
に
生
き
る
ｌ
あ
る
イ
ン
テ
リ
の
自
伝
的
歴
史

〔
羽
〕
南
京
大
虐
殺
事
件
」
『
部
落
』
四
六
七
号
、
２
月
）

白
石
正
明
・
松
尾
尊
充
・
師
岡
佑
行
・
渡
部
徹
「
米
騒
動
の
民
衆
に
も
た
ら

し
た
も
の
（
下
）
ｌ
『
京
都
の
部
落
史
７
史
料
近
代
２
』
の
発
刊
に
寄

せ
て
Ｉ
」
（
『
こ
ぺ
ろ
』
九
八
号
、
２
月
）

森
山
治
一
「
融
和
事
業
・
融
和
教
育
の
地
域
的
展
開
ｌ
視
座
と
「
部
落
改
善
」

期
を
中
心
と
し
て
Ｉ
」

（
『
佐
賀
部
落
解
放
研
究
紀
要
ｌ
部
落
史
研
究
ｌ
』
三
号
、
２
月
）

鈴
木
良
「
〈
歴
史
家
の
散
歩
道
二
〉
カ
ニ
の
横
ば
い
と
後
ず
さ
り
」

『
月
刊
部
落
問
題
』
一
二
号
、
２
月
）

岡
あ
き
ら
「
荊
冠
記
第
五
部
「
激
流
」
第
三
章
」

弓
部
落
問
題
ｌ
調
査
と
研
究
ｌ
』
六
○
号
、
２
月
）

黒
川
み
ど
り
「
（
書
評
）
藤
野
豊
『
同
和
政
策
の
歴
史
芒

『
歴
史
学
研
究
』
五
五
一
号
、
２
月
）

黒
川
み
ど
り
・
藤
野
豊
「
（
資
料
）
『
有
馬
頼
寧
』
日
記
二
）
一
九
一
九

年
一
月
’
三
月
」

『
部
落
問
題
研
究
』
八
六
号
、
２
月
）

伊
藤
悦
子
「
市
立
託
児
所
の
設
置
と
そ
の
役
割
１
京
都
市
の
地
方
改
善
事
業

の
開
始
Ｉ
」






